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気候変動により激甚化する水害を予測し、その対応策を考えることで
人々の生命や豊かなくらしを守ります。
人間社会からの視点だけでなく、環境にも配慮した河川管理手法につ
いて学びます。
水にかかわる問題は世界中に存在し、様々な場所で、多様な立場で仕
事をしていくことができます。

水害の規模を予測し、その被害軽減をはかる
実際の河川の地形、雨量のデータに基づいて河川で生じる洪水を予測
し、適切な治水（水害を軽減すること）策を考える
現地調査とコンピューターシミュレーション
実際の河川や湖で計測してデータを取得⇒得られたデータを再現するよ
うシミュレーションモデルを調整⇒様々な条件を与えて対策検討

河原や川底にある土砂の粒の大きさをドローンや人工知能を使用して評
価する手法の開発
川底やダムに堆積する土砂や濁りの強さを予測する技術を開発し、河
道閉塞による洪水氾濫や濁りによる河川環境悪化を防ぐ

フィールドは宮崎県内から世界遺産までさまざま。現場で起きている問題の解決策をドロー
ン等の機材を用いた観測とコンピューターによる数値計算、衛星画像解析などを駆使して
探していきます。

この研究はどう役立つ︖研究から学べることは︖

セメントや石灰を使って強化した地盤は長期にわたって少しずつ劣化して
いきますので、適切な維持管理や補修に役立ちます。
木材は空気中の二酸化炭素を吸収して成長しますので体内に二酸化
炭素を蓄えています。木を使って木をまた植えることは気候変動の緩和に
貢献します。さらに、木は地盤の中で使用すると腐ることなく半永久的に
使用することができますので、メンテナンスフリーの地盤を強化できます。
様々な構造物を支える地盤、地震や豪雨による地盤防災の基礎を学
ぶことができます。

この研究はどう役立つ︖研究から学べることは︖

研究内容
治水のしかた・在り方に関する研究

軟らかい地盤が構造物を支えることができるように、セメントなどの固化材
を混ぜて強化した地盤の健全度を、振動を使って調べる方法を開発して
います。
固化材を混ぜて強くした改良地盤が経年劣化していく状態を予測する
方法を開発しています。

軟らかい粘土地盤を木杭や、木を組み合わせた筏（いかだ）で補強し、地
盤を強くする技術を開発しています。木を補強材として利用する様々な効
果を調べて、設計法を提案します。

研究内容
固化処理地盤の健全度調査方法の開発

木材を用いた軟弱地盤の補強技術の開発

川が運ぶ土砂の量の観測と予測

治水・利水・環境のバランスが取れた川づくり

持続的な地域づくりに貢献する地盤技術

現地調査の様子（椎葉村） 延岡市北川の霞堤位置と
その氾濫シミュレーションの例

ひとこと
机上だけで考えるのではなく、実際の川や山の様子を観
察することから研究が始まります。授業や研究室での生
活を通して豊かな感性を養ってください。

土木環境プログラム 教授
入江 光輝

ひとこと
社会基盤の土台を担う地盤工学をとおして、未来の人々
の豊かで安全・安心な暮らしに役立つ技術をいっしょに考
えましょう。

土木環境プログラム 教授
末次 大輔

出身:佐賀県鹿島市
趣味:スポーツ観戦
講義:地盤工学I、弾性力学、他
専門:地盤工学

出身:東京都大田区
趣味:釣り、アクアリウム
講義:河川工学、水理学、応用数学　等

延岡市 岩熊井堰

西都市 内水氾濫

高千穂町 神代川

固化処理土の海水浸透・劣化実験 処理土内部を伝わる弾性波の測定

木材を用いた軟弱地盤の補強方法

筏と列杭基礎の実施工実験
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